
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】より優れた装着の快適さ、ならびに、インナー

ブーツおよびアウターシェル間の適切な結合を確保する

スポーツブーツの提供。

【解決手段】１つのアウターシェル２と、アウターシェ

ルの中に挿入されるインナーブーツ３と、を含む１つの

スポーツブーツは、アウターシェル内に少なくとも１つ

の開口部９、１０、１１、２５と、この開口部に対応付

けされた、インナーブーツ２上の少なくとも１つの突起

物1８、１９、２０、２１、２４と、を含み、開口部お

よび突起物は、インナーブーツ３およびアウターシェル

２間の１つの確実な嵌合結合を作り出す役割を果たして

いる。インナーブーツ３の外面は防水加工されているの

で、アウターシェル２に複数の開口部が存在するにもか

かわらず、インナーブーツ３の内側には水はまったく浸

入することはない。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 １ つ の ア ウ タ ー シ ェ ル お よ び 前 記 ア ウ タ ー シ ェ ル の 中 に 挿 入 す る こ と が で き る イ ン ナ ー
ブ ー ツ を 含 む ス ポ ー ツ ブ ー ツ で あ っ て 、 前 記 ア ウ タ ー シ ェ ル （ ２ ） が 少 な く と も １ つ の 開
口 部 （ ８ 、 ９ 、 １ ０ 、 １ １ 、 ２ ５ ） を 含 み 、 前 記 イ ン ナ ー ブ ー ツ （ ３ ） が 、 前 記 イ ン ナ ー
ブ ー ツ （ ３ ） が 前 記 ア ウ タ ー シ ェ ル （ ２ ） の 中 に 挿 入 さ れ る と き 、 前 記 開 口 部 （ ８ 、 ９ 、
１ ０ 、 １ １ 、 ２ ５ ） に 対 応 付 け ら れ 、 前 記 開 口 部 （ ８ 、 ９ 、 １ ０ 、 １ １ 、 ２ ５ ） に 確 実 に
係 合 す る 少 な く と も １ つ の 突 起 物 （ １ ８ 、 １ ９ 、 ２ ０ 、 ２ １ 、 ２ ４ ） を 備 え て い る こ と を
特 徴 と す る 、 ス ポ ー ツ ブ ー ツ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 イ ン ナ ー ブ ー ツ （ ３ ） の 前 記 外 面 が 防 水 加 工 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ に 記 載 の ス ポ ー ツ ブ ー ツ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 突 起 物 お よ び 前 記 少 な く と も １ つ の 開 口 部 が 、 １ つ の く る ぶ し 部
位 （ ９ 、 １ ９ ） 、 １ つ の か か と 部 位 （ ８ 、 １ ８ ） 、 １ つ の す ね 部 位 （ １ ０ 、 ２ ０ ） 、 前 記
靴 底 に 近 い １ つ の 側 面 部 位 （ １ １ 、 ２ １ ） 、 お よ び 、 １ つ の ベ ロ 部 位 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） の 中
か ら 選 択 さ れ た 前 記 ス ポ ー ツ ブ ー ツ の １ つ の 部 位 内 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ス ポ ー ツ ブ ー ツ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 か か と 部 分 （ ７ ） が 複 数 の ス ロ ッ ト 形 状 の 開 口 部 （ １ ３ ） に よ っ て 前 記 ア ウ タ ー シ
ェ ル （ ２ ） の 複 数 の 側 面 部 分 （ ６ ） か ら 分 離 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 複 数 の 請 求 項
１ ～ ３ の １ つ に 記 載 の ス ポ ー ツ ブ ー ツ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ア ウ タ ー シ ェ ル （ ２ ） が 、 １ つ の 前 方 に 延 在 し て い る ス ロ ッ ト 形 状 の 開 口 部 （ ２ ３
） に よ っ て 左 お よ び 右 の 複 数 の 部 分 に 分 割 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載
の ス ポ ー ツ ブ ー ツ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ア ウ タ ー シ ェ ル （ ２ ） の １ つ の つ ま 革 （ ５ ） が 、 １ つ の ス ロ ッ ト 形 状 の 開 口 部 （ １
２ ） に よ っ て 複 数 の 側 面 部 分 （ ６ ） か ら 分 離 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ま た
は ５ に 記 載 の ス ポ ー ツ ブ ー ツ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 上 述 の 少 な く と も １ つ の 突 起 物 （ １ ８ 、 １ ９ 、 ２ ０ 、 ２ １ 、 ２ ４ ） が 、 前 記 イ ン ナ
ー ブ ー ツ （ ３ ） の 前 記 材 料 よ り さ ら に 硬 質 で あ る １ つ の 材 質 か ら な っ て い る こ と を 特 徴 と
す る 、 複 数 の 請 求 項 １ ～ ６ の １ つ に 記 載 の ス ポ ー ツ ブ ー ツ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 上 述 の 少 な く と も １ つ の 突 起 物 （ １ ８ 、 １ ９ 、 ２ ０ 、 ２ １ 、 ２ ４ ） が 、 前 記 イ ン ナ
ー ブ ー ツ （ ３ ） の 前 記 外 面 に 接 着 ま た は 溶 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 複 数 の 請 求 項
１ ～ ７ の １ つ に 記 載 の ス ポ ー ツ ブ ー ツ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ア ウ タ ー シ ェ ル （ ２ ） が 、 少 な く と も ３ つ の 複 数 の 開 口 部 （ ８ 、 ９ 、 １ ０ 、 １ １ 、
２ ５ ） を 含 み 、 前 記 イ ン ナ ー ブ ー ツ （ ３ ） が 、 前 記 イ ン ナ ー ブ ー ツ （ ３ ） が 前 記 ア ウ タ ー
シ ェ ル （ ２ ） の 中 に 挿 入 さ れ る と き 、 前 記 ア ウ タ ー シ ェ ル （ ２ ） の 前 記 少 な く と も ３ つ の
複 数 の 開 口 部 に 対 応 付 け さ れ 、 そ れ ら 開 口 部 内 に 確 実 に 係 合 す る よ う に な っ て い る 前 記 イ
ン ナ ー ブ ー ツ 上 の 少 な く と も ３ つ の 複 数 の 突 起 物 （ １ ８ 、 １ ９ 、 ２ ０ 、 ２ １ 、 ２ ４ ） を 含
む こ と を 特 徴 と す る 、 複 数 の 請 求 項 １ ～ ８ の １ つ に 記 載 の ス ポ ー ツ ブ ー ツ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 請 求 項 １ の 前 文 に よ る １ つ の ス ポ ー ツ ブ ー ツ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 複 数 の 現 在 の ス ポ ー ツ ブ ー ツ 、 た と え ば 、 複 数 の ス キ ー ブ ー ツ 、 複 数 の ス ノ ー ボ ー ド ブ
ー ツ 、 複 数 の 登 山 ブ ー ツ 、 複 数 の ア イ ス ス ケ ー ト ま た は 複 数 の イ ン ラ イ ン ス ケ ー ト の た め
の 複 数 の ブ ー ツ な ど は 、 普 通 、 １ つ の か な り 堅 固 で 硬 質 の 樹 脂 材 料 製 の １ つ の ア ウ タ ー シ
ェ ル と 、 こ の ア ウ タ ー シ ェ ル の 中 に 挿 入 す る こ と が で き 、 １ つ の か な り や わ ら か い ク ッ シ
ョ ン 材 料 か ら な る １ つ の イ ン ナ ー ブ ー ツ と 、 で 構 成 さ れ て お り 、 イ ン ナ ー ブ ー ツ は 足 を ア
ウ タ ー シ ェ ル に 対 し て 固 定 し 、 ク ッ シ ョ ン 材 も 足 を 複 数 の 低 温 か ら 保 護 し 、 複 数 の 圧 覚 点
が で き る の を 防 ぐ こ と に よ っ て 大 い に 装 着 の 快 適 さ に 貢 献 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 形 式 の 複 数 の ブ ー ツ は 、 た と え ば 、 特 許 文 献 １ か ら 周 知 で あ る 。 こ の 場 合 、 イ ン ナ
ー ブ ー ツ に は 複 数 の 圧 覚 点 が で き や す い 複 数 の 部 位 に 複 数 の 気 泡 封 入 流 体 の 形 で １ つ の さ
ら な る ク ッ シ ョ ン 性 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 ２ に は 、 内 側 に あ ま り 硬 く な い １ つ の 合 成 材 料 で 裏 張 り さ れ た 比 較 的 硬 質 の 合
成 材 料 製 の １ つ の イ ン ナ ー ブ ー ツ が 記 載 さ れ て い る 。 比 較 的 硬 質 の 合 成 材 料 は 、 閉 ざ さ れ
た 輪 郭 の 少 な く と も １ つ の 切 り 抜 き 部 を 有 し 、 そ の 切 り 抜 き 部 に あ ま り 硬 く な い 合 成 材 料
を 挿 入 し て 優 れ た ク ッ シ ョ ン 性 を 生 じ さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ り や わ ら か い 樹 脂 は 縫
製 、 溶 着 、 ま た は 、 成 形 に よ っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ３ に は 、 １ つ の 支 持 材 料 と 、 イ ン ナ ー ブ ー ツ 表 面 の 少 な く と も ３ ０ パ ー セ ン ト
を 覆 っ て 延 在 し て い る 局 部 的 な 複 数 の く ぼ み を 伴 っ た １ つ の 発 泡 層 と 、 か ら な る １ つ の ス
キ ー ブ ー ツ の た め の １ つ の イ ン ナ ー ブ ー ツ が 記 載 さ れ て い る 。 こ の イ ン ナ ー ブ ー ツ の 目 的
は 、 特 に 重 要 な 複 数 の 部 位 、 た と え ば 、 く る ぶ し 部 位 ま た は 足 の 甲 部 位 に お い て 複 数 の 圧
覚 点 を 予 防 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 ４ に は 、 １ つ の イ ン ナ ー ブ ー ツ 上 に 配 置 さ れ た 複 数 の 補 正 部 品 付 き の １ つ の イ
ン ナ ー ブ ー ツ が 記 載 さ れ て お り 、 そ の 複 数 の 補 正 部 品 は イ ン ナ ー ブ ー ツ の 厚 さ を 変 更 す る
役 目 を 担 っ て い る 。 こ の 補 正 部 品 は 、 部 分 的 に 切 り 抜 か れ お よ び ／ ま た は 開 放 さ れ た 、 実
質 的 に は １ つ の 弾 力 性 の な い 材 料 か ら な っ て お り 、 １ つ の 外 側 に 弾 力 性 の あ る 裏 張 り が さ
れ た 補 助 具 を 伴 っ て 実 現 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 ５ に は 、 複 数 の マ ジ ッ ク テ ー プ の 補 助 具 付 き の 複 数 の ク ッ シ ョ ン 部 材 を さ ら に
適 用 す る こ と に よ っ て ク ッ シ ョ ン 性 を 持 た せ る こ と が で き る 複 数 の ス ポ ー ツ ブ ー ツ の た め
の １ つ の イ ン ナ ー ブ ー ツ が 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 Ｅ Ｐ ０ ６ ７ ２ ３ ６ ３ Ａ １
【 特 許 文 献 ２ 】 Ｅ Ｐ ０ ３ ７ ０ ９ ４ ８ Ｂ １
【 特 許 文 献 ３ 】 Ｅ Ｐ ０ ３ ５ １ ３ ９ ６ Ａ ２
【 特 許 文 献 ４ 】 Ｅ Ｐ ０ ６ ５ ７ １ １ ６ Ａ １
【 特 許 文 献 ５ 】 Ｃ Ｈ ６ ２ ６ ７ ９ ３ Ａ ５
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 述 の ス ポ ー ツ ブ ー ツ の 目 的 は 、 単 に 複 数 の 圧 覚 点 を 保 護 す る こ と だ け か ら 構 成 さ れ て
い る に 過 ぎ な い 。 し か し な が ら 、 別 の 問 題 と し て は 、 ア ウ タ ー シ ェ ル に 対 し て イ ン ナ ー ブ
ー ツ を 固 定 す る と い う こ と が あ る 。 た と え ば 、 イ ン ナ ー ブ ー ツ を 、 し た が っ て 、 足 を ア ウ
タ ー シ ェ ル に 対 し て 固 定 す る た め に 使 用 さ れ る 、 歯 状 突 起 の あ る 複 数 の 部 材 、 複 数 の 締 め
ひ も 、 ま た は 、 他 の 従 来 か ら あ る 複 数 の 部 材 に よ っ て 、 か な り 強 い 複 数 の 締 め 付 け 力 で ア
ウ タ ー シ ェ ル が 閉 じ ら れ る 場 合 、 足 は か な り 締 め 付 け ら れ る こ と に な る 。 こ の 締 め 付 け に
よ っ て 、 履 き 心 地 が 悪 く な る だ け で な く 足 の 血 流 も 悪 く な る 。 こ の 締 め 付 け は 、 早 す ぎ る
筋 肉 疲 労 、 複 数 の 冬 期 ス ポ ー ツ 活 動 中 の 足 の 早 す ぎ る 凍 え 、 お よ び 、 ア ド レ ナ リ ン 生 成 お
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よ び ス ト レ ス の 複 数 の 症 状 の 増 大 に さ え つ な が る 。 他 方 、 ア ウ タ ー シ ェ ル が 比 較 的 ほ と ん
ど 力 を 入 れ ず に た だ 「 ゆ る く 」 閉 じ ら れ て い る と 、 イ ン ナ ー ブ ー ツ は ア ウ タ ー シ ェ ル に 対
し て 移 動 す る 可 能 性 が あ る 。 こ の 移 動 は 、 足 が ブ ー ツ 内 で 十 分 に 支 持 さ れ て お ら ず 、 力 を
足 か ら 器 具 、 た と え ば 、 複 数 の ス キ ー ま た は ス ノ ー ボ ー ド に 正 確 に 伝 達 さ せ る こ と が で き
な い の で 、 大 部 分 の 複 数 の ス ポ ー ツ 活 動 、 た と え ば 、 ス キ ー 、 ス ノ ー ボ ー ド な ど に と っ て
は 望 ま し く な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 よ り 優 れ た 装 着 の 快 適 さ 、 な ら び に 、 イ ン ナ ー ブ ー ツ お よ び ア ウ タ ー シ ェ ル
間 の 適 切 な 結 合 を 確 保 す る よ う な １ つ の 方 法 で 冒 頭 で 説 明 し た 形 式 の １ つ の ス ポ ー ツ ブ ー
ツ を 改 善 す る と い う 目 的 に 基 づ い て い る 。 こ の 目 的 は 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 複 数 の 特 徴 に
よ っ て 実 現 さ れ て い る 。 本 発 明 の 有 利 な 複 数 の 好 ま し い 実 施 形 態 お よ び さ ら な る 複 数 の 構
築 は 複 数 の 従 属 項 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 基 本 的 に は １ つ の 確 実 な 嵌 合 結 合 に よ る イ ン ナ ー ブ ー ツ と ア ウ タ ー シ ェ ル と の
結 合 を 提 案 し て い る 。 こ の 提 案 に よ れ ば 、 た と え ア ウ タ ー シ ェ ル が 単 に か な り ゆ っ た り と
閉 じ ら れ て い て も 、 イ ン ナ ー ブ ー ツ は ア ウ タ ー シ ェ ル に 対 し て 移 動 し な い よ う に 防 止 さ れ
る 。 こ の 結 合 は 、 ア ウ タ ー シ ェ ル 内 の 複 数 の 開 口 部 と 、 そ の 複 数 の 開 口 部 に 確 実 に 係 合 す
る イ ン ナ ー ブ ー ツ 上 の 複 数 の 突 起 物 と 、 に よ っ て 創 出 さ れ 、 結 果 と し て こ の 確 実 な 嵌 合 結
合 は イ ン ナ ー ブ ー ツ お よ び ア ウ タ ー シ ェ ル 間 の 優 れ た 結 合 を も た ら す こ と に な る 。 こ れ ら
の 複 数 の 開 口 部 お よ び 複 数 の 突 起 部 が 、 特 に 複 数 の 圧 覚 点 が で き や す い 複 数 の 部 位 、 た と
え ば 、 く る ぶ し 部 位 、 か か と 部 位 、 す ね 、 イ ン ナ ー ブ ー ツ の 足 側 ま た は ベ ロ に 配 置 さ れ て
い る 場 合 、 結 果 的 に は こ れ ら の 複 数 の 部 位 に 複 数 の 圧 覚 点 が で き る 恐 れ が あ っ た が 、 こ れ
ら 複 数 の ど ん な 硬 い 部 分 に も ア ウ タ ー シ ェ ル は 含 ま れ て い な い の で 、 優 れ た 装 着 の 快 適 さ
を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ブ ー ツ を 湿 気 の 多 い 環 境 、 た と え ば 、 １ つ の ス キ ー ブ ー ツ 、 ス ノ ー ボ ー ド ブ ー ツ 、 ま た
は 、 類 似 の 複 数 の 冬 期 ス ポ ー ツ 活 動 の た め の １ つ の ブ ー ツ と し て 使 用 す る と き 、 本 発 明 の
１ つ の 有 用 な 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 イ ン ナ ー ブ ー ツ の 外 側 を 防 水 加 工 す る こ と を 提 案 し て
い る の で 、 別 な 風 に 耐 水 性 が あ る ア ウ タ ー シ ェ ル に 複 数 の 開 口 部 が あ る に も か か わ ら ず 外
部 の 湿 気 が イ ン ナ ー ブ ー ツ に 浸 入 す る 可 能 性 は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の １ つ の さ ら な る 構 築 に よ れ ば 、 ア ウ タ ー シ ェ ル の 中 へ イ ン ナ ー ブ ー ツ を 簡 単 に
挿 入 す る た め に 、 ア ウ タ ー シ ェ ル に 複 数 の ス ロ ッ ト を も う け て 、 ア ウ タ ー シ ェ ル の 複 数 の
側 面 部 分 を 外 側 に 向 か っ て 旋 回 ま た は 湾 曲 で き る よ う に し て あ る 。 そ の よ う な 複 数 の ス ロ
ッ ト は 、 足 先 部 分 の 部 位 に 縦 方 向 の ブ ー ツ 軸 を 横 切 っ て 配 置 さ れ 、 お よ び ／ ま た は 、 ブ ー
ツ す ね 部 か ら か か と 部 位 の 靴 底 へ 実 質 的 に 連 続 し て 延 在 す る こ と が 望 ま し い 。 第 一 に 、 高
い 安 定 性 を 確 保 す る た め に 、 １ つ の か な り 硬 質 の つ ま 革 が 形 成 さ れ て い る 。 も ち ろ ん 、 ブ
ー ツ を 閉 じ る と ア ウ タ ー シ ェ ル に よ っ て 適 切 な 支 持 が 確 実 に 与 え ら れ る よ う に す る た め に
、 複 数 の 締 め 付 け お よ び 保 持 の 部 材 が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら 複 数 の 締 め 付 け お よ び 保 持
の 部 材 は 、 複 数 の ス ロ ッ ト と 重 な り 、 し た が っ て 、 お 互 い に 対 し て 移 動 可 能 な ア ウ タ ー シ
ェ ル の 複 数 の 部 分 を 固 定 す る 。 こ の 固 定 は 、 従 来 の 複 数 の 締 め ひ も 、 複 数 の 引 っ 張 り ベ ル
ト 、 歯 状 突 起 の あ る 複 数 の 部 材 、 複 数 の 引 っ 張 り レ バ ー 、 複 数 の 巻 き 上 げ 器 具 付 き 複 数 の
引 っ 張 り ワ イ ヤ ー 、 ま た は 、 他 の 従 来 か ら あ る こ の 種 の 複 数 の 機 構 を 用 い て 実 現 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 締 め 付 け 機 構 に か か わ ら ず あ ら ゆ る 種 類 の ス ポ ー ツ ブ ー ツ 、 た と え ば 、 複 数
の 編 上 げ ブ ー ツ 、 複 数 の バ ッ ク ル ブ ー ツ 、 ま た は 、 か か と 部 分 が 後 方 に 回 転 し て ブ ー ツ を
開 く こ と が で き る い わ ゆ る 「 リ ア エ ン ト リ ー ブ ー ツ 」 に 対 し て さ え も 適 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 複 数 の 図 面 に 関 連 し て 、 本 発 明 の 複 数 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 以 下 に 非 常 に 詳 細 に 説 明 す
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 明 細 書 の 本 冒 頭 部 分 は 、 図 １ ～ ３ に 言 及 す る 。 ス ポ ー ツ ブ ー ツ 全 体 は 、 参 照 番 号 １ で
示 さ れ て お り 、 か な り 硬 質 の 合 成 材 料 製 の １ つ の ア ウ タ ー シ ェ ル ２ と 、 比 較 的 硬 く な い ク
ッ シ ョ ン 材 で 構 成 さ れ た 、 ア ウ タ ー シ ェ ル の 中 に 挿 入 す る こ と が で き る 、 １ つ の イ ン ナ ー
ブ ー ツ ３ と 、 か ら な っ て い る 。 ア ウ タ ー シ ェ ル ２ は 、 ア ウ タ ー シ ェ ル と 一 体 成 形 も 実 現 可
能 と 思 わ れ る １ つ の 靴 底 ４ に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 複 数 の 図 １ お よ び ２ に 示 さ れ て い る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 ア ウ タ ー シ ェ ル は 、 １
つ の つ ま 革 ５ 、 ２ つ の 複 数 の 側 面 部 分 ６ 、 お よ び 、 １ つ の か か と 部 分 ７ で 構 成 さ れ て い る
。 か か と 部 分 は 、 １ つ の 閉 じ た 周 縁 輪 郭 を と も な う １ つ の 開 口 部 ８ を 含 む 。 同 様 に 、 複 数
の 側 面 部 分 ６ は 複 数 の 開 口 部 ９ 、 １ ０ 、 お よ び 、 １ １ を 含 み 、 こ れ ら 開 口 部 も ま た １ つ の
閉 じ た 周 縁 輪 郭 を 有 す る 。 開 口 部 ９ は く る ぶ し 部 位 に 配 置 さ れ て い る 。 開 口 部 １ ０ は ブ ー
ツ す ね の 上 部 部 位 に 配 置 さ れ て お り 、 開 口 部 １ １ は 複 数 の 側 面 部 分 の 靴 底 近 く の つ ま 先 部
分 の 後 ろ の ほ ぼ 中 央 足 部 位 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ２ つ の 複 数 の 側 面 部 分 ６ は １ つ の ス ロ ッ ト 状 の 開 口 部 １ ２ に よ っ て つ ま 革 ５ か ら 分 離 さ
れ て い る 。 ２ つ の 複 数 の 側 面 部 分 は ま た ブ ー ツ の 複 数 の 両 側 の 複 数 の ス ロ ッ ト 状 開 口 部 １
３ に よ っ て か か と 部 分 ７ か ら も 分 離 さ れ て い る 。 特 に 図 ４ は 複 数 の 両 側 部 分 が １ つ の 開 口
部 ２ ３ に よ っ て 分 離 さ れ て い る こ と を 示 し て い る 。 こ の 分 離 に よ っ て 、 複 数 の 両 側 面 部 分
６ を 靴 底 ４ に 対 し て 外 側 方 向 に 少 し 旋 回 さ せ る こ と が 可 能 に な り 、 複 数 の 側 面 部 分 ６ と 靴
底 ４ と の 間 の 結 合 部 は 実 質 上 １ つ の 蝶 番 １ ４ と し て の 役 割 を 果 た し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ に 示 さ れ て い る イ ン ナ ー ブ ー ツ は 、 弾 力 の あ る ク ッ シ ョ ン 性 材 料 か ら な り 、 し か も
ク ッ シ ョ ン 性 材 料 か ら な る １ つ の ベ ロ １ ６ が 付 い た １ つ の イ ン ナ ー ブ ー ツ 支 持 体 １ ５ を 含
む 。 イ ン ナ ー ブ ー ツ の 外 面 は 防 水 加 工 さ れ て い る 。 こ の 防 水 加 工 は 、 イ ン ナ ー ブ ー ツ に １
つ の 防 水 剤 の １ つ の さ ら な る 塗 布 を 施 す こ と に よ っ て 、 ま た は 、 外 面 の 材 料 を そ れ 相 応 に
実 現 す る こ と に よ っ て 、 達 成 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 複 数 の 突 起 物 １ ８ 、 １ ９ 、 ２
０ 、 お よ び 、 ２ １ は 、 イ ン ナ ー ブ ー ツ の 外 側 に 配 置 さ れ て お り 、 そ れ ら 複 数 の 突 起 部 は 、
ア ウ タ ー シ ェ ル の 複 数 の 開 口 部 ９ 、 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ の 輪 郭 を 有 し 、 対 応 付 け さ れ て い る
。 イ ン ナ ー ブ ー ツ ３ が ア ウ タ ー シ ェ ル ２ の 中 に 挿 入 さ れ る と 、 こ れ ら 複 数 の 突 起 物 は ア ウ
タ ー シ ェ ル の 前 述 の 複 数 の 開 口 部 内 に 確 実 に 係 合 す る 。 言 い 換 え る と 、 突 起 物 １ ８ は 開 口
部 ８ 内 に 係 合 し 、 突 起 物 １ ９ は 開 口 部 ９ 内 に 係 合 し 、 突 起 物 ２ ０ は 開 口 部 １ ０ 内 に 係 合 し
、 ま た 、 突 起 物 ２ １ は 開 口 部 １ １ 内 に 係 合 す る 。 ベ ロ １ ６ も ま た 複 数 の 側 面 部 分 ６ の 前 面
の １ つ の 開 口 部 ２ ５ 内 に 係 合 す る こ と が で き る １ つ の 突 起 物 ２ ４ を 備 え る こ と も で き る 。
こ の 突 起 物 は 特 に は っ き り と 図 ４ に 示 さ れ て い る 。 複 数 の 突 起 物 １ ８ 、 ２ １ 、 お よ び ２ ４
は 、 イ ン ナ ー ブ ー ツ の 材 料 よ り １ つ の よ り 硬 質 の 材 料 で 構 成 さ れ て い る の で 、 イ ン ナ ー ブ
ー ツ は 適 切 に 相 当 頑 固 に ア ウ タ ー シ ェ ル 内 に 固 定 さ れ る 。 複 数 の 突 起 物 の 取 り 付 け は 、 従
来 の 複 数 の 方 法 、 た と え ば 、 接 着 、 縫 製 、 ま た は 、 溶 着 に よ り 達 成 す る こ と が で き る 。 こ
の 点 、 必 要 な 防 水 加 工 処 理 の 見 地 か ら 、 接 着 お よ び 溶 着 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 さ れ て い る 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 ブ ー ツ は 従 来 の 複 数 の ひ も ２ ２ に よ っ
て 閉 じ ら れ て お り 、 複 数 の ひ も は 従 来 ど お り （ 示 さ れ て い な い ） 複 数 の 鳩 目 、 複 数 の 輪 、
ま た は 、 複 数 の 偏 向 部 材 を 通 し て 延 在 し て い る 。 複 数 の ひ も が 複 数 の ス ロ ッ ト 形 状 の 開 口
部 １ ３ お よ び ２ ３ を 覆 っ て 、 ア ウ タ ー シ ェ ル ２ の 複 数 の 側 面 部 分 ６ お よ び か か と 部 分 ７ を
お 互 い に 対 し て 固 定 す る こ と が で き る よ う に 、 複 数 の ひ も を 構 成 す る 必 要 が あ る 。 図 １ に
よ れ ば 、 複 数 の ひ も は ブ ー ツ す ね の 上 部 部 位 で か か と 部 分 ７ の 周 り に 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 イ ン ナ ー ブ ー ツ ３ は 、 従 来 の 複 数 の ひ も を 備 え て も よ く 、 ま た は 、 イ ン ナ ー ブ ー ツ ３ は
、 イ ン ナ ー ブ ー ツ を マ ジ ッ ク テ ー プ で 閉 じ る こ と が で き る よ う に 実 現 さ れ て も よ い 。 こ の
場 合 、 ア ウ タ ー シ ェ ル な し で 、 た と え ば 、 よ り 快 適 に 歩 く た め に 、 ま た は １ つ の 車 を 運 転
す る た め に 、 イ ン ナ ー ブ ー ツ を 使 用 す る こ と も で き る 。 イ ン ナ ー ブ ー ツ ３ を ア ウ タ ー シ ェ
ル ２ の 中 に 挿 入 す る と き 、 ２ つ の 複 数 の 側 面 部 分 ６ お よ び 、 適 用 可 能 な 場 合 、 か か と 部 分
７ は 、 そ れ ぞ れ 外 方 向 に 曲 げ ら れ 、 ま た は 、 回 転 さ れ る 。 そ の と き 、 対 応 付 け ら れ て い る
複 数 の 開 口 部 内 に す べ て の 複 数 の 突 起 物 が 係 合 さ れ る ま で 、 イ ン ナ ー ブ ー ツ ３ は 挿 入 さ れ
る 。 そ の 次 に 、 ブ ー ツ は 、 た と え ば 、 複 数 の ひ も ２ ２ を し っ か り 締 め る こ と に よ っ て 閉 じ
ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ は １ つ の ス ポ ー ツ ブ ー ツ の １ つ の 変 形 物 を 示 し て お り 、 ２ つ の 複 数 の 側 面 部 分 ６ は
１ つ の 狭 い ス ロ ッ ト 形 状 の 開 口 部 ２ ３ に よ っ て お 互 い か ら 分 離 さ れ て お り 、 複 数 の 両 側 面
部 分 ６ は 、 １ つ の 閉 じ た 周 縁 輪 郭 を 有 し て お ら ず 、 イ ン ナ ー ブ ー ツ ３ の ベ ロ １ ６ 上 に 配 置
さ れ た １ つ の 突 起 物 ２ ４ と の 確 実 な 嵌 合 結 合 を 受 け た り 創 出 し た り す る 役 割 を 担 っ て い る
１ つ の 開 口 部 ２ ５ を 含 む 。 こ の ブ ー ツ は 、 １ つ の バ ッ ク ル ２ ７ と 協 働 し て す ね 部 位 で ブ ー
ツ を 取 り 巻 く １ つ の 歯 状 突 起 の あ る ス ト ラ ッ プ ２ ６ の 補 助 具 を 用 い て 閉 じ ら れ て い る 。 他
の 複 数 の 点 に つ い て は 、 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 図 １ ～ ３ に 関 連 し て 上 に 述 べ た 好 ま し
い 実 施 形 態 に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 結 論 と し て 、 や は り 注 目 す べ き 点 と し て は 、 複 数 の 図 に 示 さ れ た す べ て の 複 数 の 突 起 物
お よ び 複 数 の 開 口 部 を 使 用 す る 必 要 は な い と い う こ と 、 し か も 、 本 発 明 は 、 使 用 す る 意 図
し だ い で 、 １ つ の 突 起 物 お よ び １ つ の 開 口 部 、 た と え ば 、 突 起 物 １ ８ お よ び か か と 部 位 の
開 口 部 ８ だ け で も 機 能 す る と い う こ と で あ る 。 こ の 方 法 に よ っ て 、 も う す で に か か と は か
な り 適 切 に 固 定 さ れ る は ず で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る １ つ の ス ポ ー ツ ブ ー ツ の １ つ の 第 １ の 好 ま し い 実 施 形 態 の １ つ の 側
面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に よ る ス ポ ー ツ ブ ー ツ の ア ウ タ ー シ ェ ル の １ つ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に よ る ス ポ ー ツ ブ ー ツ の イ ン ナ ー ブ ー ツ の １ つ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る １ つ の ス ポ ー ツ ブ ー ツ の １ つ の 第 ２ の 好 ま し い 実 施 形 態 の 斜 め 前 か
ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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